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新
年
度
予
算
概
要

３月定例会

令和６年伊豆市議会

要チェック議案
・議案第３号　令和５年度伊豆市一般会計補正予算（第７回）
・議案第５号　令和６年度伊豆市一般会計予算

令和５年度伊豆市一般会計補正予算（第７回）

諸支出費：基金費　　【9,706 万円】
　　　　　（減債基金積立金の増、公共施設等管理基金積立金　他）
民生費：社会福祉総務費　他　【1,038 万円】　
　　　　（社会福祉総務費、心身障害者福祉費　他）
総務費：戸籍住民基本台帳費【266 万円】
　　　　（戸籍附票システムの改修に係るシステム改修委託料の増）

◆会期日程及び議会活動
月 火 水 木 金 土 日

2/12 13 14 15
本会議初日
全員協議会

16
全員協議会

17 18

19 20
本会議 2 日目

（一般質問）

21
本会議 3 日目

（一般質問）

22 23 24 25

26 27
議会運営委員会
本会議 4 日目

（議案質疑）

28
 連合審査

（総務経済委
員会所管分）

29 
連合審査

（教育厚生委
員会所管分）

3/1
総務経済委員会

2 3

4
教育厚生委員会

5 6 7 8 9 10

11 12 13
議会運営委員会
本会議最終日
各常任委員会
議会広報委員会

14 15 16 17
※会期日程以外の詳しい議員の　
　活動はホームページに掲載

アクセスはこちら

▲

※詳細はホームページをご覧ください
録画配信はこちら

▲

報告

専決処分の報告について
・市有財産の管理事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定
・地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定
・伊豆市地域包括支援センターの職員等に関する基準を定める条例の一部改正
・伊豆市給水条例の一部改正
・工事請負契約の変更 【２件】

予算

令和５年度伊豆市一般会計補正予算（第７回）

令和５年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）

令和６年度伊豆市予算
〇一般会計予算
〇各特別会計予算
　・公共用地取得事業  ・国民健康保険  ・後期高齢者医療  ・介護保険  ・７財産区
〇各事業会計予算
　・水道事業  ・温泉事業  ・下水道事業

条例

伊豆市公共施設等管理基金条例の制定について

伊豆中央道・修善寺道路回数券購買基金条例の廃止について

伊豆市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について

伊豆市財産区管理会条例の一部改正について

伊豆市国民健康保険税条例の一部改正について

伊豆市手数料徴収条例の一部改正について

伊豆市介護保険条例の一部改正について

伊豆市漁港管理条例の一部改正について

伊豆市土肥温泉事業の公共施設等運営権に係る実施方針に関する条例の制定について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の変更について

伊豆市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用に関する条例の一部改正について

伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

伊豆市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

伊豆市税条例の一部改正について

その他

財産の取得の変更について 

公の施設の指定管理者の指定について（修善寺温泉筥湯）

伊豆市伊豆の国市外１組合公平委員会委員の選任について

伊豆市教育委員会委員の任命について

７財産区管理委員の選任について
（持越、市山、門野原、吉奈、月ヶ瀬、田沢、矢熊）

諮問 人権擁護委員候補者の推薦について

発議
伊豆市における重症心身障害児の福祉サービスの拡充に関する意見書

重症心身障害児の福祉サービスの拡充に関する意見書

議案一覧『議会は全会一致で可決・同意』

会期 ： 令和６年２月 15 日（木）～３月 13 日（水）

　詳　細　　※１万円未満は切り捨て

１月臨時会 会期 ： 令和６年１月 23 日（火）

可
決

可
決「令和５年度伊豆市一般

会計補正予算（第６回）」
物価高騰対応給付金等の
繰越明許費

津波避難複合施設の工期延長

「伊豆市松原公園条例の一部
を改正する条例の一部改正」

津波避難複合施設建設現場
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の
ペ
ー
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議
案
質
疑
・
常
任
委
員
会

　
質　
疑

（
総
務
経
済
委
員
会
所
管
）

Ｑ　

市
営
住
宅
管
理
事
業
で
、
能

登
半
島
で
の
地
震
の
こ
と
も
ふ
ま

え
て
、
予
算
の
中
で
移
住
政
策
や
、

災
害
対
応
の
政
策
空
き
家
な
ど
の

改
修
工
事
を
行
う
か
。
ま
た
、
ど

の
ぐ
ら
い
の
規
模
を
用
意
し
、
部

屋
数
は
い
く
つ
か
。

Ａ　
政
策
空
き
家
は
、
定
期
的
に

県
か
ら
入
居
で
き
る
戸
数
の
照
会

が
あ
り
ま
す
。
修
善
寺
地
区
に
何

戸
か
確
保
は
あ
り
、
実
際
の
入
居

時
に
修
繕
等
を
行
い
ま
す
。

Ｑ　
防
災
対
策
事
業
で
、
能
登
半

島
地
震
を
受
け
、
計
画
の
見
直
し

等
も
行
わ
れ
る
と
思
う
が
、
現
在

策
定
済
み
の
地
区
は
何
地
区
か
。

Ａ　
土
肥
を
先
行
に
計
画
を
推
進

し
、
７
地
区
の
地
区
防
災
計
画
が

完
成
し
て
い
ま
す
。　
　

来
年
度
も
、
地
区
防
災
計
画
の
策

定
を
計
画
し
、
２
地
区
の
作
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
包
括
的
施
設
管
理
事
業
は
、

１
億
３
９
４
０
万
円
の
計
上
が
あ

り
、
前
年
度
予
算
の 

１
億
２
８
０

０
万
円
よ
り
、
１
０
０
０
万
円
程

度
増
額
し
て
い
る
。
施
設
は
全
年

度
94
施
設
か
ら
、
87
施
設
に
減
少

し
て
い
る
が
、
予
算
を
増
額
す
る

理
由
は
。

Ａ　
施
設
の
統
廃
合
等
で
、
施
設

の
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
業
務

内
容
の
適
正
化
や
、
人
件
費
等
の

高
騰
、
物
価
の
上
昇
な
ど
で
委
託

料
が
増
加
し
ま
し
た
。

質　
疑

（
教
育
厚
生
委
員
会
所
管
）

Ｑ　
８
つ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
箇
所
に
対
す

る
、
工
事
内
容
は
。

Ａ　
ご
要
望
い
た
だ
い
た
中
で
、

特
に
必
要
な
箇
所
の
工
事
・
修

繕
を
予
算
化
し
ま
し
た
。
く
ま
っ

こ
ク
ラ
ブ
は
エ
ア
コ
ン
の
取
り
換

え
、天
城
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

エ
ア
コ
ン
の
取
り
換
え
と
女
子
ト

イ
レ
洋
式
化
、
だ
る
ま
っ
こ
ク
ラ

ブ
は
、
エ
ア
コ
ン
の
取
り
換
え
と

手
洗
い
修
繕
、
こ
ひ
つ
じ
園
は
畳

替
え
修
繕
、
と
い
っ
こ
ク
ラ
ブ
は

網
戸
の
取
り
付
け
修
繕
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　
中
伊
豆
小
学
校
基
本
設
計
業

務
委
託
料
は
、
令
和
９
年
度
開
校

を
目
指
し
た
予
算
か
。

Ａ　
令
和
９
年
度
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
遅
く
な
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
規
模
は
、
１
学
年
１
ク

ラ
ス
程
度
を
想
定
し
、
基
本
設
計

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　
令
和
６
年
度
予
算
に
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
戦
略
の
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
の
新
規
事
業
は
あ
る

の
か
。

Ａ　
※

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
新
規
事
業

は
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
導
入
助
成
事

業
補
助
金
、
省
エ
ネ
診
断
助
成
事

業
補
助
金
、
リ
サ
イ
ク
ル
ア
プ
リ

利
用
講
習
会
委
託
料
の
３
件
で
す
。

※
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
補
助
金
の
詳
細
は
、

広
報
い
ず
の
４
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す

連合審査連合審査
2/28・29

連合審査の概要書はこちら

▲

令
和
６
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計
予
算

令
和
６
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計
予
算

〇伊豆中学校整備事業、医療相談アプリ導入事業　
〇リサイクルセンター整備事業、ゼロカーボン推進事業　
〇森林環境譲与税活用事業、Izu Wasavisitor Center活用事業
〇移住定住促進事業、市政20周年記念事業　
〇交通利用助成事業、狩野川記念公園魅力化事業　
〇ふるさと納税促進事業、中伊豆内温水プール長寿命化改修事業

◆重点目標ごとの注目事業　

〇防災拠点の整備　　〇避難対策の推進

令和 6年度当初予算

伊豆市合併以降で最大の予算規模

令和6年度各会計総括表 合併の総仕上げ

◆ 『市政20周年』合併の総仕上げのための予算編成

狩野川記念公園完成イメージ

ワサビジターセンターワサビジターセンター

（仮）日向公園完成イメージ（仮）日向公園完成イメージ

市民（いのち）を守るまちづくり
【総事業費８億 9,032 万円】

〇市政20周年となる令和６年度は、新市建
設計画に基づくまちづくりの総仕上げの
年となり、過去最大の予算規模となる。

〇令和7年度以降は合併特例債の発行ができ
ず、予算規模の縮小が見込まれる。

　　第２次伊豆市総合計画後期基本計画に
基づき、「安全・安心なまちづくり」 「少
子化対策」 「移住定住施策」の継続など
重点的に推進しつつ、持続可能な市政運営
に向けて取り組む。

2035 年±5 年には発生するといわれている南海トラフ
地震に備え、「死者ゼロ」を目指した取り組みを重点的に
推進していく

＊全会計357億3,400万円の予算を可決＊
（一般会計：244億800万円）

令和 6年度重点事業

会　計　名 5年度予算額
一　般　会　計 244億 800万円 ☆

特
別
会
計

公共用地取得事業 83万円

国民健康保険 39億 600万円

後期高齢者医療 6億円 ☆

介護保険 38億 1,420 万円

財産区（７財産区） 624万円

企
業
会
計

水道事業 10億 2,758 万円

温泉事業 1億 2,420 万円

下水道事業 18億 2,488 万円

何に使う？税金の使いみちは？！
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市
政
を
問
う
〜
一
般
質
問
〜

○ 議案質疑
○ 常任委員会
○ 議案質疑
○ 常任委員会

2／27, 3／1・2

議  

案  

質  

疑

♦
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

質　
　
疑

Ｑ　
20
周
年
事
業
の
基
本
理
念
と
、
イ

ベ
ン
ト
内
容
は

A　
基
本
理
念
は
、伊
豆
市
の
成
人
式・

旧
４
町
の
卒
業
式
で
す
。20
歳
を
迎
え
、

旧
４
町
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
改
め
て

一
つ
に
な
る
き
っ
か
け
作
り
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
、
各
部
署
が
実
施
を
予
定

す
る
、
20
周
年
関
連
事
業
を
集
約
し
た

も
の
で
す
。
大
き
な
分
類
と
し
て
は
、

①
４
大
フ
ェ
ス
（
イ
ベ
ン
ト
）
開
催

②
伊
豆
の
国
市
と
の
共
催
事
業
③
そ
の

他
の
イ
ベ
ン
ト
④
記
念
物
品
の
制
作

で
す
。

Q　
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に
込
め
た

市
長
の
想
い
を
問
う

A　
総
合
計
画
に
位
置
付
け
た
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
、
必
要
な
事
業
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
市

民
を
守
ら
な
け
れ
ば
次
の
ま
ち
づ
く
り

は
で
き
な
い
」と
い
う
強
い
想
い
か
ら
、

い
ず
れ
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
お
い
て
も
、
死
者

ゼ
ロ
を
目
指
し
た
「
市
民
（
い
の
ち
）

を
守
る
ま
り
づ
く
り
」を
ソ
フ
ト・ハ
ー

ド
両
面
で
推
進
す
る
取
り
組
み
を
、
重

点
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

Q　
伊
豆
中
学
校
整
備
事
業
の
学
校
再

編
記
念
事
業
補
助
金
と
は
何
か
。

A　
中
学
校
が
統
合
に
よ
り
閉
校
と
な

る
際
に
、
閉
校
記
念
事
業
を
行
う
団
体

に
対
し
て
交
付
す
る
補
助
金
で
す
。
対

象
経
費
は
、
閉
校
記
念
誌
を
発
行
す
る

経
費
の
他
、
実
施
団
体
が
特
に
希
望
す

る
事
業
に
必
要
な
経
費
で
、
市
長
が
承

認
し
た
経
費
と
定
め
て
い
ま
す
。

♦
伊
豆
市
公
共
施
設
等
管
理
基
金

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質　
　
疑

Ｑ　
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
及
び
イ

ン
フ
ラ
資
産
を
統
廃
合
、
長
寿
命
化
及

び
除
却
費
用
の
基
金
を
創
設
す
る
と
し

て
い
る
が
、
基
金
規
模
の
適
正
値
は
。

A　
令
和
７
年
か
ら
10
年
に
か
け
施
設

の
長
寿
命
化
事
業
や
解
体
事
業
に
約

18
億
円
程
度
の
事
業
費
を
見
込
み
、
補

助
金
等
を
除
き
、
毎
年
１
億
円
程
度
必

要
で
す
。
１
億
円
を
目
標
に
、
基
金
に

積
み
立
て
ま
す
。

市制 20 周年記念
エンブレム

  

♦
令
和
５
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

質　
　
疑

Q　
新
中
学
校
建
設
工
事
全
体
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
。

A　
天
候
の
不
順
で
多
少
遅
れ
て
い
る

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。

♦
令
和
６
年
度
伊
豆
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算質　

　
疑

Q　
認
知
症
対
策
事
業
の
内
容
は
、
認

知
症
カ
フ
ェ
の
補
助
金
と
い
う
こ
と
だ

が
、
す
で
に
補
助
金
を
利
用
し
て
事
業

を
始
め
て
い
る
場
所
は
何
件
か
。ま
た
、

来
年
度
の
立
ち
上
げ
は
何
件
あ
る
か
。

A　
現
在
、
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
４
件

が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
補

助
金
申
請
は
１
カ
所
で
す
。
来
年
度
の

補
助
金
活
用
状
況
は
未
定
で
す
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ
の
新
規
立
ち
上
げ
は

未
定
で
す
。

♦
伊
豆
市
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

質　
　
疑

Q　
省
令
の
改
正
に
伴
っ
た
市
の
条
例

改
正
だ
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
現
状
と
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
説
明
を
。

A　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
や
認
知
症
の
増
加
に
よ
り
、
業
務

が
多
忙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
条
例
改
正

に
よ
り
、
市
が
直
接
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
を
指
定
し
て
、
支
援
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
軽
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

♦
令
和
５
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

質　
　
疑

Ｑ　
繰
越
明
許
の
萬
城
の
滝
キ
ャ
ン
プ

場
管
理
事
業
費
５
７
６
９
万
円
は
、
ど

う
い
う
工
事
を
行
う
の
か
。

A　
駐
車
場
整
備
工
事
と
展
望
デ
ッ
キ

設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。

 

♦
伊
豆
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

質　
　
疑

Ｑ　
消
防
団
員
の
補
償
額
決
定
が
、
わ

ず
か
だ
が
待
遇
改
善
に
な
る
と
の
こ
と

だ
が
、
団
員
へ
の
周
知
は
ど
う
す
る
か
。

A　
本
部
会
議
、
方
面
隊
会
議
を
通
じ

て
、
各
分
団
へ
周
知
し
ま
す
。

♦
工
事
請
負
契
約
の
変
更

質　
　
疑

Ｑ　
松
原
公
園
の
津
波
避
難
複
合
施
設

は
、
７
月
に
は
完
成
す
る
の
か
。

A　
海
開
き
前
の
完
成
を
必
ず
目
指
し

て
、工
程
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。

♦
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

質　
　
疑

Q　
修
善
寺
温
泉
筥
湯
の
指
定
管
理
期

間
を
３
年
に
し
た
理
由
は
。

A　
料
金
改
定
を
し
た
こ
と
や
、
観
光

協
会
修
善
寺
支
部
の
職
員
体
制
の
変
更

も
あ
り
、
よ
う
す
を
見
る
意
味
で
３
年

間
と
し
ま
し
た
。

萬城の滝展望デッキ完成イメージ

※伊豆中学校建設現場

総
務
経
済
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

委員会の概要書はこちら

▲
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

一
般
質
問
（
続
き
）

質 問
Question

三み

た田　
忠た
だ
お男 

議
員

　
東
海
バ
ス
、
市
役
所
公
用
車
等
『
子
育
て
宣

言
伊
豆
市
』
ロ
ゴ
が
非
常
に
目
立
ち
ま
す
。
こ

れ
は
「
伊
豆
市
で
産
ま
れ
た
子
、
伊
豆
市
で
産

み
育
て
た
い
親
、
移
住
希
望
者
の
親
子
に
対
し

て
、
発
育
の
遅
れ
や
医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
等

特
別
に
配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
と
親
御
さ
ん
も

分
け
隔
て
な
く
全
力
で
応
援
し
ま
す
」
と
宣
言

し
た
の
で
す
か
。

答
　
弁

　
身
体
や
精
神
の
障
害
、
家
庭
の
貧
困
な
ど
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
そ

れ
に
よ
っ
て
教
育
の
機
会
を
失
う
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
憲
法
26
条
に
「
す
べ
て
国
民
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に

応
じ
て
、
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
題
は
そ

の
「
能
力
に
応
じ
て
」
を
ど
う
判
断
す
る
か
で

す
。
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
対
応
に
な
り
ま
す

の
で
、
様
々
な
選
択
肢
を
柔
軟
に
運
用
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

『子育て全力宣言伊豆市』を問う

動画はこちら

質 問
Question 「災害死者ゼロ」実現のための課題と対策

質 問
Question ドローン技術のさらなる活用は

鈴す
ず
き木　
正ま
さ
と人 

議
員

　
「
能
登
半
島
地
震
」を
踏
ま
え
、市
民
の
防
災

意
識
は
、今
後
発
生
の
公
算
が
大
き
い
「
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」へ
の
備
え
と
併
せ
て
高
ま

っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。５
期
目
を
目
指
す
市

長
は
、「
災
害
死
者
ゼ
ロ
」を
目
指
す
と
し
て
い

ま
す
が
、現
状
の
課
題
と
、そ
の
解
決
の
た
め
に

何
が
必
要
と
考
え
、ど
の
よ
う
に
市
民
と
認
識

を
共
有
し
て
い
か
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
災
害
死
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、何

と
い
っ
て
も
「
避
難
」で
す
。台
風
や
豪
雨
な
ど

は
事
前
に
予
測
で
き
ま
す
か
ら
、避
難
先
と
し

て
過
ご
し
に
く
い
広
域
避
難
所
と
は
別
に
、自

宅
近
く
で
一
晩
二
晩
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
自

主
避
難
所
を
多
く
用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
問
題
は
古
い
家
屋
の
倒
壊
。「
子
ど
も
も
孫
も

都
会
に
出
て
い
る
し
、耐
震
に
は
お
金
が
か
か

る
か
ら
私
は
こ
こ
で
死
ん
で
い
く
」で
は
な
く
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
も
生
き
延
び
る
こ

と
で
、地
域
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ

の
た
め
に
、可
能
な
限
り
安
い
コ
ス
ト

で
、家
屋
の
耐
震
化
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小こ
な
が
や
長
谷　
順じ
ゅ
ん
じ二 

議
員

　
能
登
半
島
地
震
で
は
、
多
く
の
道
路
が
寸
断

さ
れ
、
孤
立
し
た
集
落
等
の
被
災
状
況
の
確
認

や
、
迅
速
に
救
援
物
資
を
届
け
ら
れ
る
か
が
課

題
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　
ド
ロ
ー
ン
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
の
向
上

で
、
迅
速
な
災
害
対
応
や
、
自
治
体
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
役
割
を
果
た
す

可
能
性
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。　
　

　
当
市
の
災
害
対
策
等
へ
の
ド
ロ
ー
ン
の
利
活

用
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
能
登
半
島
で
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
食
料
を
運
搬

し
た
と
の
報
道
が
あ
り
、
と
て
も
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
船
原
峠
を
越
え
ら
れ
な
い
場
合
、

月
ケ
瀬
あ
る
い
は
天
城
ふ
る
さ
と
広
場
か
ら
、

あ
る
い
は
海
上
の
艦
艇
か
ら
ド
ロ
ー
ン
で
土
肥

地
区
に
物
資
を
輸
送
で
き
る
可
能
性
を
み
ま
し

た
。
ま
た
、
地
震
と
津
波
が
収
ま
っ
た
後
、
土

肥
分
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
か
ら
小
土
肥
や
小
下
田

に
物
資
輸
送
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
台
風
や
豪
雨
後
の
情
報
収
集
、
伊

豆
で
も
確
認
さ
れ
た
熊
の
移
動
状
況
、
生
体
反

応
を
調
べ
る
こ
と
で
山
岳
遭
難
者
の
捜

索
な
ど
、
様
々
に
活
用
で
き

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら

討
　
　
　
論

♦
令
和
６
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計
予
算

賛
成
討
論
　
♦
黒
須
　
淳
美  

議
員

　
伊
豆
市
は
令
和
６
年
４
月
に
、
市
制
20
周
年
を

迎
え
ま
す
。
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
20

年
取
り
組
ん
だ
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く
ま
ち

づ
く
り
の
総
仕
上
げ
の
年
で
あ
り
、
予
算
総
額

２
４
４
億
８
０
０
万
円
で
、
合
併
以
降
最
大
と
な

り
ま
す
。
伊
豆
中
学
校
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

松
原
公
園
津
波
避
難
複
合
施
設
な
ど
が
完
成
の
予

定
で
、
そ
の
後
は
合
併
特
例
債
が
発
行
で
き
な
い

た
め
、
予
算
規
模
の
縮
小
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
持

続
可
能
な
市
政
運
営
の
た
め
に
は
、
車
の
両
輪
で

あ
る
安
定
し
た
歳
入
の
確
保
と
、
徹
底
し
た
歳
出

の
抑
制
が
あ
っ
て
こ
そ
、
実
現
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　
本
予
算
は
、合
併
後
の
大
型
事
業
を
成
し
遂
げ
、

伊
豆
市
の
将
来
を
見
据
え
た
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
、
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

討
論
は
４
件
（
賛
成
の
み
）
あ
り
ま

し
た
。
詳
細
は
３
月
13
日
の
録
画
配

信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～ 一 般 質 問 ～

市政を問う
12月定例会では、10名の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁を要約してお知らせします。

録画配信へ

QRコードを読み取るアプリをダウンロー
ドしてご利用ください。

Android
スマートフォン
Android
スマートフォン

カメラアプリを起動してQRコードを画面に
入れ、読み込みのコードが出たらタップして
ご利用ください。

iPhone
アイフォン
iPhone
アイフォン

パソコンパソコン からご覧ください。
伊豆市議会  ライブ中継
検索

※各議員のＱＲコードを読み取ると、全ての一般質問の様子を動画で見ることができます。

質 問
Question 命を守る防災対策の強化を

杉す
ぎ
や
ま山　

誠
ま
こ
と 

議
員

　

能
登
半
島
地
震
で

は
最
大
震
度
７
が
観
測
さ
れ
、
大
き
な
災
害
と

な
り
ま
し
た
。
能
登
半
島
と
似
た
地
形
や
環
境

に
あ
る
伊
豆
半
島
で
は
、
想
定
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、

対
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
長
は
こ
れ
ま
で
自
然
災
害
に
お
け
る
死
者

ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を
繰
り
返
し
表
明
し
て
き

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

答
　
弁

　
こ
の
た
び
の
能
登
半
島
地
震
は
、
ま
さ
に
明

日
の
伊
豆
半
島
の
姿
で
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
２
０
３
０
年
代

半
ば
に
発
生
す
る
公
算
が
高
い
と
言
わ
れ
て
お

り
、
何
と
し
て
も
防
災
対
策
を
強
化
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
家
屋
の
耐
震
化
は
、
全
体
の
耐
震
、一部
屋

耐
震
、一ベッ
ド
耐
震
な
ど
、単
身
高
齢
者
で
も
、

実
行
可
能
な
具
体
策
に
ま
で
広
げ
て
推
進
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
、
な
る
べ
く
早
期
に
、
土

肥
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

動画はこちら
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

質 問
Question 大型事業完結後の伊豆市の未来づくり

質 問
Question

飯い
い
だ田　

大だ
い 

議
員

　
　

　
能
登
半
島
地
震
で
は
多
く
の
人
的
、
物
的
被

害
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
、
亡
く
な

ら
れ
た
２
０
０
余
名
の
う
ち
、
低
体
温
症
・
凍

死
さ
れ
た
方
が
32
名
と
体
力
の
消
耗
か
ら
命
を

亡
く
さ
れ
た
事
例
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
尊
い
命

を
守
る
た
め
、
被
災
後
の
生
命
維
持
に
最
も
大

切
な
栄
養
補
給
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
災
害
時
に

お
け
る
、
食
事
や
飲
料
水
に
関
す
る
備
え
と
対

応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
防
災
倉
庫
に
食
料
約
３
万
７
０
０
０
食
を
備

蓄
。
要
配
慮
者
へ
の
食
事
は
非
常
用
の
介
護
食

と
し
て
、
お
か
ゆ
や
体
を
温
め
る
こ
と
の
で
き

る
汁
物
、
お
か
ず(

※

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
フ
ー
ド)

、
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
食
な
ど
を
毎
年
定
期
的
に
購
入

し
更
新
を
行
い
ま
す
。
配
慮
が
必
要
な
方
に
は

個
別
避
難
計
画
に
食
事
情
報
を
記
入
し
て
い
ま

す
。
飲
料
水
は
５
０
０
ｍ
ℓ
を
１
万
２
０
０
０

本
、
そ
の
ほ
か
1.5
ℓ
、
２
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
飲
料
水
の
ほ
か
、

使
用
可
能
な
水
道
施
設
か
ら
給
水
を
行
う
計
画

で
す
。
一
部
避
難
所
に
は
浄
水
装
置
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ

ー
ド
：
日
常
の
食
事
か
ら
介
護

食
ま
で
幅
広
く
使
え
る
、
食
べ

や
す
さ
に
配
慮
し
た
食
品

大規模災害発生時における被災者の食事確保

質 問
Question

浅あ
さ
だ田　

藤と
う
じ二 

議
員

　
令
和
３
年
に
『
火
災
予
防
と
循
環
型
社
会
の

構
築
』
と
い
う
一
般
質
問
を
し
、
落
葉
、
枯
枝

や
剪
定
枝
の
野
焼
き
に
よ
り
多
発
す
る
火
災
の

防
止
と
、
粉
砕
し
た
剪
定
枝
や
枯
枝
を
畑
に
ま

き
肥
料
と
す
る
た
め
、
木
材
粉
砕
機
購
入
補
助

制
度
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
経
過
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
弁

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
農
業
者
中
心
に
実
施
し
ま

し
た
。
木
材
粉
砕
機
を
活
用
し
た
い
方
は
約

５
０
０
件
で
、
そ
の
内
、
借
用
し
て
活
用
し
た

い
方
が
約
３
２
０
件
あ
り
、
機
器
の
レ
ン
タ
ル

制
度
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
課
題

が
あ
り
、
制
度
の
制
定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
い
ず
」
で

家
庭
か
ら
の
剪
定
枝
の
受
入
れ
を
開
始
し
、
一

定
量
の
持
ち
込
み
実
績
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

家
庭
ご
み
の
減
量
化
の
意
味
で
、
今
後
、
粉
砕

機
等
を
所
有
す
る
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
事
業

と
の
連
携
や
、
機
器
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

火災予防と循環型社会によるブランド化

下し
も
や
ま山　

祥し
ょ
う
じ二 

議
員

　
文
教
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
イ
構
想
が
否
決
さ
れ
て

か
ら
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
大
き
く

遠
回
り
を
し
な
が
ら
も
、
あ
と
数
年
で
修
善
寺

駅
周
辺
に
ひ
と
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
が
実

現
し
ま
す
。
大
型
事
業
が
完
結
し
た
そ
の
後
、

10
年
20
年
先
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
は
、
現
状
の
伊
豆
市
の
課
題
を
超
え
て
、

ど
の
よ
う
な
未
来
を
理
想
像
と
し
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

答
　
弁

　
20
年
後
の
伊
豆
市
は
、
修
善
寺
駅
及
び
牧
之

郷
駅
周
辺
は
都
市
整
備
が
な
さ
れ
、
土
肥
、
天

城
、
中
伊
豆
、
は
小
規
模
な
が
ら
充
実
し
た
教

育
が
魅
力
と
な
り
、
学
校
周
辺
に
は
一
定
の
集

落
が
維
持
さ
れ
ま
す
。
観
光
は
、
伊
豆
市
の
魅

力
を
最
大
限
に
い
か
し
、
安
全
で
美
味
し
い
地

元
食
材
を
駆
使
し
た
※

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
―
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
が
伊
豆
半
島
の
売
り
と
し
て
際
立
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
ウ
ト
ド
ア
・
レ
ジ
ャ
ー

と
温
泉
と
の
相
乗
効
果
が
十
分
発
揮
さ
れ
ま

す
。
災
害
対
策
も
強
化
さ
れ
、
被
害
の
最
小
限

化
と
早
期
の
復
興
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
伊
豆
市
の
未
来
を
理
想
像
と
し
ま
す
。

※
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
：
そ
の
土
地
の

気
候
風
土
が
生
ん
だ
食
材
・
習
慣
・
伝
統
・
歴
史

な
ど
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
食
を
楽
し

み
、
食
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
事

業
や
旅
行
に
関
す
る
事
柄
全
体
）

動画はこちら

動画はこちら

動画はこちら

議
員
定
数
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

質 問
Question 小・中学校の女子トイレに生理用品を

小お
が
わ川　
多た

み

こ
美
子  

議
員

　

生
理
は
、
女
性
の
健

康
や
尊
厳
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
で
す
。
ト

イ
レ
に
行
け
ば
、
無
償
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
が
使
え
ま
す
。
同
様
に
、
ト
イ
レ
に
行
け
ば

無
償
で
使
え
る
生
理
用
品
が
あ
る
環
境
を
求
め

ま
す
。
以
前
こ
の
質
問
を
し
た
と
き
「
学
校
の

状
況
を
把
握
し
た
上
で
よ
り
よ
い
方
法
で
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
検
討
結
果
に
な
り
ま
し
た
か
。

答
　
弁

　
令
和
４
年
度
の
11
月
か
ら
３
月
ま
で
、
試
験

的
に
修
善
寺
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

置
き
ま
し
た
。一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、

ど
う
い
う
理
由
で
持
っ
て
行
っ
た
か
が
分
か
ら

ず
、
生
徒
の
実
情
が
把
握
で
き
ず
に
不
安
が
残

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
は
、
児
童
・
生
徒
の
実
態
を
把
握

し
支
援
す
る
機
会
と
捉
え
、
保
健
室
で
の
配
布

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
困
っ

た
こ
と
を
困
っ
た
と
い
え
る
児
童
・
生
徒
を
育

て
て
い
く
こ
と
も
、
主
体
的
に
生
き
て
い
く
力

を
身
に
つ
け
て
い
く
点
に
お
い
て
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

動画はこちら
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一般質問一般質問

　本年度の議会報告会は、市内全域の４地区で市民に対し行ってきた議会報告会ではな
く、市が掲げる「子育て全力宣言　伊豆市」の応援対象となる、小・中・義務教育学校
PTA の役員とママスタッフ、伊豆総合高校の伊豆市出身の生徒に限定し、「みんなで語
る会」を座談会形式で開催しました。

※前回号で掲載できなかった、伊豆総合高校を掲載

議会報告会（みんなで語る会）

22㈪
１

【 議会報告会から　　委員長　飯田大 】
伊豆市の現状などをパワーポイントで説明したのち、持続可能な伊豆市について伺いま
した。伊豆市の良いところは、自然環境が良い、海がきれい、地域の交流が多く仲が良い、
協力的でよい環境であるなどが上げられ、課題として、人口減少、空き家、駅付近の立
ち寄り場があるとよいなど、勉学の多忙な高校生に郷土の感想を語っていただきました。
４回にわたる「みんなで語る会」に参加いただきました皆様に感謝を申し上げます。詳
細は議会ホームページ「みんなで語る会」報告書に記載させていただきました。議会活
動の貴重な指針を得ることができました。今後の活動にいかしてまいります。

ホームページに報告書を掲載▶
※市長に報告書を提出しました



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

議員定数などに関するアンケート議員定数などに関するアンケート 集計結果

※議員定数アンケート結果はこちら ▶　　

※少なくてよいと答えた方の回答です
（多くてもよいと答えた回答は１件ありました。）

何人くらいの減が良いか

　議員定数についてのアンケートを約３カ月間実施し、121件
の回答をいただきました。
　ご協力いただきました皆様、ありがとうございました。主
な集計結果を公開いたします。

議員の定数 16人に対して

関心がある
少し関心がある
関心がない
未回答 （2件）

（10件）
（40件）

（69件）

議会活動への関心

議会だより
新聞の記事
議員から

議会ホームページ
議会動画配信
市の情報メール
FMIS の放送（3％）

（8％）
（13件）
（20件）
（27件）
（38件）

（114件）

議会活動は何で知る？

議員の資質向上
行政への政策提言
市民との対話
行政チェック

わかりやすい情報発信
その他 （5件）

（46件）
（51件）
（54件）

（67件）
（70件）

議会に期待すること

いない
1人
2人

4人以上
3人

未回答（1件）
（7件）
（10件）
（11件）

（39件）
（53件）

相談・要望・会話をする議員は？

3/15（金） 議員定数等アンケート受付終了
3/18（月） 議会改革推進特別委員会　【審議】
 ※議員定数を減らす方向で決定
4/10（水） 全員協議会　　【報告・協議】
4月中 議会改革推進特別委員会　【審議】

６月定例会に、発議議案で定数条例改正案を
提出する方向で、進める予定です。

少なくてもよい
88％

２人
35％3人

17％

1人 4％ その他 2％

未回答
13％

4人以上
29％

現状でよい 5％
わからない 5％ その他 1％

多くてもよい 1％

議員定数についてのスケジュール
（予定）

議
会
広
報
よ
り
報
告
・
ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
・
編
集
後
記
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アンケート集計結果行政視察

※委嘱状交付式で撮影

　　議会モニターのみなさん　
１年間よろしくお願いします！
　　議会モニターのみなさん　
１年間よろしくお願いします！
新新
令和６年２月２日に委嘱状交付式・議会モニター
会議を行い、６名（４名は再任）が就任されま
した。１年間よろしくお願いいたします。

▲議会モニター提出意見はこちら

～伊豆総合高校「写真部」を訪ねて～～伊豆総合高校「写真部」を訪ねて～
議会広報委員会インタビュー①議会広報委員会インタビュー①

杉山　瑠菜さん杉山　瑠菜さん
すぎやま　るなすぎやま　るな 伊豆総合高校　写真部

ひ  る  ま　  なおと
顧　問：比留間  直人先生

〈男子８名・女子７名〉

すぎやま　 る  な
副部長：杉山  瑠菜

部　長：足立  悠樹
あだち　  ゆうき

さとう　はるきさとう　はるき
佐藤　春樹さん佐藤　春樹さん

土屋こころさん土屋こころさん
つちやつちや

かつまた　せっしゅうかつまた　せっしゅう
勝又　雪鷲さん勝又　雪鷲さん

あまの　ひびき
天野　響さん
あまの　ひびき
天野　響さん

たてばやし　さやかたてばやし　さやか
舘林　沙耶花さん舘林　沙耶花さん 清水　梨生さん清水　梨生さん

しみず　りおしみず　りお

なかの　ゆうななかの　ゆうな
中野　結菜さん中野　結菜さん

どのような活動をしていますか
〇年３回あるコンクールのために、写真を撮影しています。令和５年度は虹の郷にご協力いただき、
撮影会を行いました。

写真部に入ってどうでしたか
〇先輩が、カメラの使い方など丁寧に指導してくださり、とても優しいです。
〇以前よりも写真をたくさん撮るようになりました。写真部に入って良かったです。
〇先輩が、撮影した写真を否定せず、具体的なアドバイスをしてくれたことが嬉しかったです。

市に対して感じることはありますか
〇地域の方と交流する場が多く、仲良くなれるところ
が良い所です。
〇路線バスの本数が少なく、昼付近の下校の時は困る
ことが多いです。
〇移動販売が、今よりも多く来てくれると嬉しいです。

議員へ質問
〇議員さんたちと交流をして、一緒に写真
を撮りたいのですが、そのような機会は
ありますか？
○委員長：とても良い考えだと思います。
広報委員会の中で、前向きに検討します。

◀参加してくれた写真部の生徒さん

【広報委員会から　委員長　間野みどり】
　１月 15日、静岡県立伊豆総合高校写真部の皆様に、議会だより表紙作成のお願いに伺い、
快く引き受けていただきました。また、インタビューもさせていただき、日頃のようす、
先輩たちとの交流のこと、伊豆市への思いなど、聞くことができました。
　今後も皆様と交流を深め、意見など聞きながら、市民の皆様にわかりやすく、魅力ある
議会だよりを作成していきたいと思っています。



　この写真には、動物でも人でも " 桜 " という同じものを共通して楽しめる
といった意味が込められています。曇りだったので、桜のピンク色をきれい
に出すのが難しかったですが、日光の当たる角度を工夫することで鮮やかさ
を出しました。

　この写真には、動物でも人でも " 桜 " という同じものを共通して楽しめる
といった意味が込められています。曇りだったので、桜のピンク色をきれい
に出すのが難しかったですが、日光の当たる角度を工夫することで鮮やかさ
を出しました。

伊豆総合高校  写真部２年  杉山 瑠菜 さん表紙写真の紹介！表紙写真の紹介！

編  

集  

後  

記

　
令
和
６
年
の
新
年
は
思
わ
ぬ
能

登
半
島
地
震
に
始
ま
り
、
未
曾

有
の
災
害
を
Ｔ
Ｖ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

見
る
こ
と
に
な
り
、
私
の
心
に
深

く
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
住
む
伊
豆
半
島
も
危

機
感
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

と
、
皆
様
も
思
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
の
防
災
に
対
す
る
認

識
を
、
改
め
て
考
え
直
す
機
会
に

な
り
ま
し
た
。
近
い
将
来
来
る
で

あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
へ
、
今一度
皆
様
と一緒
に

考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
長
　
間
野
　
み
ど
り

次
回
は
令
和
６
年
８
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ▲

伊
豆
市
議
会
広
報
委
員
会

☎
0558-72-9906

編
集
　
〒
410-2413

　
静
岡
県
伊
豆
市
小
立
野
38-2

発
行
　
伊
豆
市
議
会

本会議はどなたでも傍聴
ができ、生中継と録画
配信も行っています。

Tel.０５５８-７２-９９０６
お問合せ先（議会事務局）

▲アクセスは
こちら

議会傍聴のご案内議会傍聴のご案内

アンケートを実施中！アンケートを実施中！

前回号アンケートにて、ご意見をいただきましたので
ご紹介します。（※ 回答一部抜粋）

伊豆市議会だより 検索

W
e
b
か
ら
も
回
答

で
き
ま
す
♪

ここか
ら１分程度のここか
ら１分程度の

簡単なアンケートへ

簡単なアンケートへアンケート回答フォーム

（★★★★☆　60代　チャンプ様）良

・カレンダーに予定が記載され、分かりやすい。
・QRコードが気になる所だけ聞く事が出来て良い。
・行政視察のページは、議員の活動で普段見えない
部分を写真で紹介してあり、とても良かった。

　（★★★☆☆　30・40代）

良

　２月14日の FMIS生放送で、
鈴木優治議員が定例会のお知らせ
や報告を行いました。次回は５月末
に６月定例会のお知らせをします。

議会広報議会広報３月

広報委員会委員から

アンケートにご協力いただき大変
にありがとうございます。皆様に親
しまれる議会だよりを目指して、こ
れからも充実した内容と、わかりや
すい紙面作りに努めて参ります。

６月定例会の予定
月 火 水 木 金 土 日

5/27 28
本会議初日
議会広報委員会

29 30 31 6/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 
本会議2日目

（一般質問）

18
本会議3日目

（一般質問）

19
本会議 4 日目

（一般質問）

20
本会議 5 日目

（議案質疑）

21
総務経済委員会

22 23

24 
教育厚生委員会

25 26 27
議会運営委員会

（予備日）

28 29 30

7/1
本会議最終日
議会広報委員会

2 3 4 5 6 7

14


